
高宮小学校校歌について 

 

令和２年４月１日に開校する、高宮小学校の新しい校歌が完成しました。高宮地区統合準備委員会で

は、高宮町にゆかりのある方に作詞・作曲を依頼しようということで、次のお二人に校歌を作成してい

ただきました。 

＜作詞：小川美沙
こがわみさ

さん（吉田町在住）＞ 

高宮の子供たちが、成長してそれぞれの場所から故郷を想う時、子供のころの記憶がこの歌詞ととも

に思い起こされることを願い、歌詞を作りました。 

1 番は、高宮町の歴史や自然を守りつなげてくださった方々に感謝し、今ある美しい山水(山や川など

自然の景色)に素直な心をうつし、学び成長していって欲しいという思いを込めています。 

2番は、町の花「ササユリ」のように清らかで笑顔溢れる日々を送り、町の木「ユズノキ」のように健

康で子供らしく元気いっぱいに育ってほしいという思いを込めています。 

3番は、高宮町は星空がとても綺麗です。ただただ綺麗な星空を見上げることもあれば、逢いたい人を

想い見上げることもあると思います。いつも見守られていることを感じながら、のびのびと育ってほし

いという思いを込めています。 

＜作曲： 住 吉
すみよし

あいさん（高宮町在住）＞ 

 歌詞の最初のフレーズに「霧深き山並みに」とあるように、高宮は田舎で過疎だけれども、美しい自

然に囲まれて日々変化する季節のうつろいに心が震えるのを実感して過ごす中、この歌詞に自然とメロ

ディーが寄り添ってきました。 

 子供たちが歌いやすいように短めにすることと最後のフレーズを統合するという意味で「合唱（ハモ

る）」ことにしました。校歌での合唱は珍しい試みかと思いますが、響きあう美しさを体験してほしいと

考えました。 

 


